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NSCAジャパン認定校の申請条件①

【NSCA-CPT認定校】

条件「1」または「2及び3」を満たすこと

1．学校教育法が定める大学又は短期大学であること

2．学校教育法が定める専修学校で、同法に規定する専門課程

（修業年限が2年以上）を設置していること

3．設置認可書類の写しを提出すること



NSCAジャパン認定校の申請条件①

【CSCS認定校】
条件「1」または「2及び3」を満たすこと

1．学校教育法が定める大学であること

2．学校教育法が定める専修学校で、文部科学大臣により指定された

「高度専門士の称号を付与することを認められた課程」（注）を設置していること

3．設置認可証の写しを提出すること

注）以下の要件を満たすと文部科学大臣が認めるものを修了した者は、

高度専門士と称することができる（*）

①修業年限4年以上

②総授業時数3,400時間以上

③体系的な教育課程の編成

④試験等による成績評価に基づく課程修了

* 平成 17 年 9 月 9 日文部科学省告示第 139 号 第3条



NSCAジャパン認定校の申請条件②

【プログラム管理者】

認定教育プログラムを開講する上で､以下に示す教職員（プログラム管理者）を配置する必
要があります｡

A）プログラムディレクター

PROGRAM DIRECTOR

B）認定教育プログラム担当主任教員

CSCS/NSCA-CPT SPONSOR

NSCA-CPT認定校：NSCA-CPTまたはCSCSを持つ常勤の教員

CSCS認定校：CSCSを持つ常勤の教員

C）教育スタッフ

TEACHING FACULTY



NSCAジャパン認定校の申請条件②

A）プログラムディレクター（PROGRAM DIRECTOR）

○プログラムディレクターは､学内のプログラム運営の総責任者であり､すべてのルールや

規制条件が厳守され､プログラム全体が承認基準に準ずるように監督する管理スタッフです｡

○プログラムディレクターは､常勤の教員でなければなりませんが､NSCA-CPT認定者

またはCSCS認定者である必要はありません（学部長または学科長が望ましい）｡



NSCAジャパン認定校の申請条件②

B）認定教育プログラム担当主任教員（CSCS/NSCA-CPT SPONSOR）

認定教育プログラム担当主任教員は、常勤で雇用されているNSCA資格認定者（注）

でなければなりません。

（注）NSCA-CPT認定校の担当主任教員：NSCA-CPT認定者またはCSCS認定者

CSCS認定校の担当主任教員 ：CSCS認定者

認定教育プログラム担当主任教員は、認定教育プログラム全体が、その趣旨に沿って実施される
ように監督しなければなりません。また、必要に応じて、プログラムディレクターに報告を行い、
認定教育プログラムが確実に実施されるように改善しなければなりません。



NSCAジャパン認定校の申請条件②

C）教育スタッフ（TEACHING FACULTY）

○教育スタッフは､認定教育プログラムを実際に担当する教職員を指します｡

○教育スタッフは、常勤､非常勤の別を問いませんが､担当科目に適合した学歴､専門領域､

資格等を有する必要があります。

○実技科目（注）を担当する教員は､NSCA-CPT認定者またはCSCS認定者であることが

必須条件です｡

（注）NSCA-CPT認定校：「エクササイズ＆レジスタンストレーニング技術と指導テクニック」

CSCS認定校：「レジスタンストレーニングとコンディショニング」



NSCAジャパン認定校の申請条件③

【認定教育プログラム】

認定教育プログラムは､カリキュラム表に掲載される正式な科目でなければならず、学校教育
の一環として修学年を通して、特別認定試験の受験時までに修了するよう編成し､長期休業中
や放課後等に一括して授業を実施しないよう計画しなければなりません。

必須カリキュラムの設定

・各科目が、単独クラスであることが望ましいです。

・１つの授業で複数の内容を取り扱う場合は、最大2科目までとします。

・授業時間数は、各科目10時間以上、実技科目は20時間以上、

現場実習は40時間以上とします（1時間＝60分）。

・各クラスの評価基準はできる限り具体的に規定し、シラバスに明記しなければなりません。



NSCAジャパン認定校の申請条件③

【NSCA-CPT認定校必須カリキュラム】

・人体解剖学

・人体生理学

・運動科学／生理学

・栄養学（スポーツ栄養学を推奨）

・パーソナルトレーニングの基礎

・バイオメカニクス／身体動作／運動学

・エクササイズ＆レジスタンストレーニングの技術と指導テクニック（実技）

・クライアントとの面談および体力評価

・緊急時の対応／パーソナルトレーニングにおける法的諸問題

・指導実習（インターンシップ）

・心理学／スポーツ心理学



NSCAジャパン認定校の申請条件③

【CSCS認定校必須カリキュラム】

・人体解剖学＆生理学

・運動生理学

・キネシオロジー＆バイオメカニクス

・栄養学（スポーツ栄養学を推奨）

・ストレングス＆コンディショニングの科学的原則

・レジスタンストレーニングとコンディショニング（実技）

・エクササイズテクニック／無酸素性エクササイズを中心とした運動処方

・緊急処置（応急処置、CPR/AED）

・指導実習（インターンシップ）

・ストレングス＆コンディショニングに関連したプログラムデザイン



NSCAジャパン認定校の申請条件④-1

【施設条件】

－必須条件－

・フロア耐荷重：488kg/㎡以上（1階に施設が配置されている場合で、階下が無い場合は、

耐荷重300kg/㎡以上でも可とするが、機器の重量やプラットフォームの種類によっては検証が必要）

・天井の高さ：3.66ｍ以上

－推奨条件－

・適切な冷暖房設備および換気が可能な環境の整備

・フロア面積：受講学生1名あたり10.0㎡程度

・壁面鏡：スクワットラック前面に、床から50cm以上の高さに設置し、全身がうつることが推奨されます

・給水：利用者が水分補給できる機器（冷水器）または持参した飲料を飲むことができるスペースを

トレーニングフロア内または隣接するエリアに設けることが推奨されます



NSCAジャパン認定校の申請条件④-2

【施設条件】代替施設を申請する場合

・学内のストレングス＆コンディショニング施設が申請条件を満たしていない場合は、

条件を満たしている代替施設を申請することができます。

・代替施設を申請する場合は施設の利用を証明する契約書あるいは証明書等の提出が必要です。

・代替施設を利用する場合も、機器の配置を含む、施設の平面図の提出が必要です。



NSCAジャパン認定校の申請条件④-3

【トレーニング機器1】

－必須条件－

・プラットフォームまたは緩衝用ラバー

・スクワットラック

・ベンチプレスラック・フラットベンチ（アジャスタブルベンチ）

・ダンベル1～20kg：1セット（10kg以上は2kg刻みでも可）

・オリンピックバー（スリーブ部φ50mm；20kg・15kg）：5名に1本

・バンパープレート（スリーブ部φ50mmバー用）：20・10・5kg、各2枚

・ラバープレート（スリーブ部φ50mmバー用）：20・10・5・2.5kg、各4枚

・カラー（2個1組、スリーブ部φ50mmバー用）：2セット



NSCAジャパン認定校の申請条件④-3

【レジスタンストレーニングエリア フリーウェイト1】

木製プラットフォーム多機能型パワーラック

参考資料

アジャスタブルベンチ



NSCAジャパン認定校の申請条件④-3

【レジスタンストレーニングエリア フリーウェイト2】

シャフト各種

EZバー

15kg

20kg

ウッドバー

参考資料

ケトルベルヘックスバー



NSCAジャパン認定校の申請条件④-3

【レジスタンストレーニングエリア フリーウェイト3】

バンパープレート カラー

参考資料

ラバープレート



NSCAジャパン認定校の申請条件④-3

【トレーニング機器2】

－推奨条件－

その他の機器
・プライオボックス
・ウッドバー
・ストレッチマット
・メディシンボール
・スタビリティボール
・バンド
・ストレッチポール

マシーン
・レッグプレス
・レッグエクステンション
・レッグカール
・ラットプルダウン
・マルチケーブルマシン

有酸素系エリア
・トレッドミル
・ステーショナリーバイク

測定エリア
・身長計、体重計、体脂肪計
・周径囲測定用メジャー



NSCAジャパン認定校の施設例

愛知東邦大学 仙台大学



提出書類①

【NSCAジャパン認定校申請書類 1】

1．NSCAジャパン認定校申請書（CSCS or NSCA-CPT) 

2．認定校教育プログラム編成表（必須カリキュラム）－書式1

3．担当教員略歴一覧表 －書式2

4．プログラム開設学科等の学年別学生数 －書式3

5．ストレングス＆コンディショニング施設説明書 －書式4

6．ストレングス＆コンディショニング機器一覧 －書式5

7．契約施設一覧表 －書式6 （※）

8．契約施設の利用を証明する書類（※）

※学外のトレーニング施設と使用契約を結んでいる場合のみ、ご提出ください。



提出書類①

【NSCAジャパン認定校申請書類 2】

9．各科目のシラバス －書式自由

10．ストレングス＆コンディショニング施設の平面図（機器の配置を含む）

11. 学校の設置認可書類の写し（短大・大学は不要）

12. カリキュラム表

申請書、添付書類、ERP Applicationは、NSCAジャパンウェブサイトからダウンロードしてください。

https://www.nsca-japan.or.jp/03_educate/erp_guideline.html

https://www.nsca-japan.or.jp/03_educate/erp_guideline.html


ストレングス＆コンディショニング施設の平面図（例）



提出書類②

【米国NSCA ERP 申請書類】

1．ERP Application（英文申請書）：1部

CSCS：Strength & Conditioning Program 申請書

NSCA-CPT：Personal Training Program 申請書

・申請書は、全てPCで入力してください。

・申請書最終ページの署名欄は、電子署名を付与してください。

2．英文シラバス

必須カリキュラム各科目の英文シラバスをご用意ください。書式は自由です。

NSCAジャパンウェブサイト「認定校募集要項」ページに、シラバスの雛形を

掲載していますので、貴校所定の書式がない場合はご利用ください。

申請書、添付書類、ERP Applicationは、NSCAジャパンウェブサイトからダウンロードしてください。

https://www.nsca-japan.or.jp/03_educate/erp_guideline.html

https://www.nsca-japan.or.jp/03_educate/erp_guideline.html


ERP Application

学校名 学校名

NSCA-CPT CSCS



記入方法 “SECTION Ⅰ”

学校の正式名称

学部、学科、専攻、コース名

住所

市 都道府県 郵便番号 JAPAN

米国NSCA本部サイトに掲載する貴校URL

最新の教育機関認定日

認定教育機関名（貴校が教育機関として認可した機関または
機関の長；文部科学省、文部科学大臣、都道府県知事など）

本プログラムを実施する機関（貴校）は、学校教育法に基づき、中等教育終了後の
教育機関として認可されていますか？

⇒“Yes”を選択してください



記入方法 “SECTION Ⅱ” NSCA-CPT

氏名 職位

住所

市 都道府県 郵便番号 JAPAN

電話番号 メールアドレス

プログラム責任者はNSCA会員またはNSCAジャパン会員ですか？
YESの場合、会員番号を記入

プログラム責任者はCSCS認定者ですか？
YESの場合、認定番号を記入

NSCA-CPT

※プログラムディレクターと異なる場合
のみ記入してください

氏名 職位

住所

市 都道府県 郵便番号 JAPAN

電話番号 メールアドレス

担当主任教員はERPプログラム実施校に常勤教職員として雇用されていますか？

⇒“Yes”を選択してください

YESの場合、会員番号を記入

NSCA認定資格の認定番号

担当主任教員はプログラム担当教官の一員であり、
プログラム実施校の常勤教職員でなければなりません。

担当主任教員はNSCA会員またはNSCAジャパン会員ですか？

プログラムディレクター（プログラム責任者）

認定プログラム担当主任教員



記入方法 “SECTION Ⅱ” CSCS
CSCS

氏名 職位

住所

市 都道府県 郵便番号 JAPAN

電話番号 メールアドレス

氏名 職位

住所

市 都道府県 郵便番号 JAPAN
電話番号 メールアドレス

プログラム責任者はNSCA会員またはNSCAジャパン会員ですか？
YESの場合、会員番号を記入

プログラム責任者はCSCS認定者ですか？
YESの場合、認定番号を記入

プログラムディレクター（プログラム責任者）

認定プログラム担当主任教員

※プログラムディレクターと異なる場合
のみ記入してください

YESの場合、会員番号を記入

NSCA認定資格の認定番号

担当主任教員はNSCA会員またはNSCAジャパン会員ですか？

担当主任教員はERPプログラム実施校に常勤教職員として雇用されていますか？

⇒“Yes”を選択してください 担当主任教員はプログラム担当教官の一員であり、
プログラム実施校の常勤教職員でなければなりません。



記入方法 “SECTION Ⅲ” ①－専門学校の場合

更新申請の場合にのみご記入いただく欄
ですので、赤枠内のご記入は不要です。

学科名、コース名

専攻名、あるいは空欄で結構です

（空欄で結構です）

授与される称号名

申請学部（学科、コース）に登録している学生数

学期の制度 単位数

授業料* 授業料*

必須カリキュラムの一つとして、インターンシップや実習が含まれていますか？⇒“Yes”を選択してください

学期の制度を記入。
○Semesters:前期・後期制(2学期制)で、
通常各15週
○3 Semesters:3学期制で、通常各12週
○Quarters: 4学期制で、通常各10週

学校名

（空欄で結構です）

下段必須科目リストの単位数の合計
（米国の単位数に換算）を記入。
換算方法は後述。

*授業料：
申請コースの年間の授業料か
ら、1単位あたりの授業料を
換算してご記入ください。
申請時のレートで結構です。



記入方法 “SECTION Ⅲ” ①－大学の場合

更新申請の場合にのみご記入いただく欄
ですので、赤枠内のご記入は不要です。

学部名、学科名、

コース名、専攻名

（空欄で結構です）

授与される学位名

申請学部（学科、コース）に登録している学生数

学期の制度 単位数

授業料* 授業料*

必須カリキュラムの一つとして、インターンシップや実習が含まれていますか？⇒“Yes”を選択してください

学期の制度を記入。
○Semesters:前期・後期制(2学期制)で、
通常各15週
○3 Semesters:3学期制で、通常各12週
○Quarters: 4学期制で、通常各10週

学校名

（空欄で結構です）

下段必須科目リストの単位数の合計
（米国の単位数に換算）を記入。
換算方法は後述。

*授業料：
申請コースの年間の授業料か
ら、1単位あたりの授業料を
換算してご記入ください。
申請時のレートで結構です。



記入方法 “SECTION Ⅲ” ②
以下の必須分野を学ぶ科目名を記入してくだ
さい。必須内容が複数の科目にわたる場合は、
最も多くの内容を学ぶ主要科目のみを記入し
てください。複数の必須分野に同じ科目名を
記入しても構いません。

必須科目 科目名 科目番号 単位数

単位数は、米国の単位数に換算してください。
米国では、1時間の授業12回で1単位としていますので、
1時間×12週＝1Credit Hour（1単位）となります。

日本では、多くの学校が採用しているsemester（前期・後期制）かつ
90分授業の場合、
1.5時間×15週=22.5時間となりますので、
授業時間（22.5時間）を米国の1単位授業時間（12時間）で割ると、
22.5÷12＝1.875となり、小数第2位を四捨五入すると1.9となります。
したがって、90分授業を15回行う場合の単位数は、1.9Credit Hours
となります。

例）授業時間30時間の場合は、30÷12=2.5Credit Hours
授業時間60時間の場合は、60÷12＝5.0Credit Hours

一覧に記入した科目の現行の
シラバスを必ず添付してください。

シラバスには、講義についても、監督下で行
われる実習教育についても、学習目標と達成
すべき専門能力が明記されていなければなり
ません。

※当申請書への記入に加えて、学習プログラ
ムの要点を説明するための宣伝広告資料等を
添付しても構いません。



記入方法 “SECTION Ⅳ”

学部長または学科長

プログラムディレクター

プログラム担当主任教員

Louie Simmons

Mark Bell

Dan Green

9/7/2022

9/7/2022

9/7/2022

プログラムディレクターとプロ
グラム担当主任教員を、同一の
方が務めていらっしゃる場合も、

それぞれの欄に電子署名を
付与してください。

署名欄は、電子署名を
付与してください

日付は 月／日／年 の順に
ご記入ください。



申請料

NSCAジャパン申請料：1校あたり ¥16,500（税込）

米国NSCA ERP申請料：1プログラム ＄500.00

複数のERPを申請する場合は、2つ目以降のプログラムの申請料は5％割引されます。

CSCSとNSCA-CPT、2つのERPを申請する場合
1つ目のプログラム申請料：$500.00
2つ目のプログラム申請料：$475.00

申請書類を提出後、申請料の振込についてご案内いたします。



認定審査①

NSCAジャパンによる認定校審査に合格した後、米国NSCAがNSCA ERP申請書類

を審査します。

○ERP審査に合格した場合

NSCAジャパン賛助会員の入会手続きを行ってください。

・賛助会員年会費¥55,000（1年分、税込）

・NSCAジャパン認定校としての認定を維持するためには、継続してNSCAジャパン賛助会員であることが必要です。

ERP認定を受けた学校が、NSCAジャパン賛助会員になった時点で、NSCAジャパン認定校として

認定いたします。

1．米国NSCAよりERP認定証が発行されます。

2．NSCAジャパンよりNSCAジャパン認定校認定証を発行いたします。

3．NSCAジャパン認定校有効期間およびERP有効期間は3年間です。



認定審査②

○ERP審査で不合格となった場合

米国NSCAより却下理由、申請料の一部が返却されます。

申請料返金額：

・米国NSCA：各プログラム申請料から＄100.00を引いた金額

・NSCAジャパン：申請料から手数料¥5,500円および送金手数料¥550を引いた金額（¥10,450）



申請書類の提出

申請書類提出期間

2023年8月1日（月）～9月30日（金）必着

お問合せ／申請書類送付先

特定非営利活動法人NSCAジャパン 認定校担当宛

Email：erp@nsca-japan.or.jp

〒270-0152 千葉県流山市前平井85

TEL：04-7197-2064（11:00～15:00）
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